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生駒南小・中学校の今後を考える会議  

第３回会議 会議録  

 

開催日時 令和５年１月１２日（木） 午後３時から午後５時１０分  

開催場所 生駒南小学校 第２多目的室  

 

出席者  

 （参加者） 田中康博、西澤十三夫、松尾正則、辻本得延、山田龍三、  

根來健夫、岡村典子、中田眞知子、大久保智子、眞井英司、  

奥田隆史、辻本宣之  

 （事務局） 原井教育長、奥田教育こども部長、山本教育総務課長、前田教育

指導課長、日高教育指導課教育政策室長、三室教育指導課教育政

策室主幹、松田教育指導課教育政策室教育政策係長  

 （傍聴者） １０名  

 

欠席者    後藤香里、本山恵造、 田昭、日髙容子  

 

配布資料  

  資料１      令和４年生駒市教育委員会第１２回定例会議案（抜粋）  

資料２      今後の予定について  

  ※事務局より配布資料確認   

教育長挨拶   

本日は、お忙しい中、この考える会議に出席いただきまして誠にありがとう

ございます。本日、会議は３回目ということで、この会議の役割は何なのだ

ろうということが以前に話題になったかと思います。昨年度、この南小学校、

南第二小学校の再編についての地域協議会の中で、いただいたご意見をより

早く具現化していきたいという私ども教育委員会事務局の思い、それに当た

ってはどういう環境づくり、学校づくりをしていけば良いのかということを

教育委員会、教育委員の皆様方とも今進めているところですが、当事者であ

る保護者の方、また地域の方のご意見を聞きながら、共に新しい学校づくり

を進めていきたいという思いでスタートいたしました。顔を合わせて話をさ

せていただくことは非常に大切なことだと、今改めて感じているところです。



- 2 - 

先進地の視察や地域の皆様、保護者の皆様への説明会を行いながら、皆様方

の思いや不安、疑問、また私どもが構想している思いを伝えて、相互に意見

交換をしてきました。このメンバーで、このような形式の集まりということ

は今回が最後になりますが、これが決してゴールではないわけです。本日も

時間を有効に使いながら、私達の思い、考え、計画、そしてまた皆様方から

の疑問や、いろいろなご意見にしっかりと耳を傾けていきたいと思っており

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

 

（事務局） 次第に基づき会議を進めます。 

次第で経過報告が１番目、そして２番目に今後の予定についてとい

うことでお示しをさせていただいておりますが、【資料１】【資料２】

を同時に説明させていただきます。 

【資料２】をご覧ください。第２回の会議を１０月１２日に行いま

した。１０月３１日には、会議のメンバーの皆様方にも参加いただ

いて、北小中学校の視察を行いました。１１月６日には、保護者向

けの説明会、１２月２５日には、住民向けの説明会を実施してきま

した。 

次に、総合教育会議と教育委員会の欄を見ていただきたいと思いま

すが、１０月２４日の定例教育委員会に初めて議案を提出しており

ます。その後、定例教育委員会に継続審議という形で議案を出しな

がら、１１月２８日には、市長が招集します総合教育会議と定例教

育委員会を経ております。そして１２月の定例教育委員会に【資料

１】でお示ししている議案を出しているところです。それについて

は、現在も継続審議中ですので、説明させていただきます。【資料

１】をご覧ください。現在、定例教育委員会に提出しております議

案になります。これはあくまで案になります。【資料 1】につきまし

ては、Ⅰでは、改めてこれまでの経緯を示しております。Ⅱでは今

後の方向性についてという構成でつくっています。その中で、Ⅰこ

れまでの経緯では、まず１に、「生駒市立小・中学校のあり方に関

する基本的な考え方」の概要を改めて明記しております。２として、

生駒南小学校区地域協議会からの意見書の概要として、以前提出さ

れた意見書があった上で、この方向性を決めていっているというこ
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とを改めて明記しております。３として、生駒市立小・中学校の再

編等に係る方向性の概要の記載をしております。これまでの経緯が

あった中で、この会議も立ち上げて、話し合いを進めているという

ことを改めて明記をしているということです。 

Ⅱ今後の方向性については、今後どうしていくかというところを、

今書ける範囲で書いているという内容になりますが、前段として、

昨今の小中一貫教育についての状況を記載しております。前段を経

て、以下に今後の方向性を示すという形で、１に施設の方向性、２

に教育内容の方向性、３に校区の方向性という大きな３つのくくり

で書かせていただいております。 

詳細につきましては、事前にお配りしておりますので、目を通して

いただいているかと思いますが、１施設の方向性につきましては、

子どもたちが一番成長できる形は何だろうということを今後も検

討しながら進めていこう、小中一貫教育を以前に教育委員会でも決

めておりますが、その一貫教育を目指しながらも、現実的には小中

一貫の連携をやっているというところも考えて、いろいろ融通が利

くような書きぶりにもしているというのが現状になります。この話

し合いの中でもありましたが、学校教育だけではない、社会教育が

融合した多様性のある学びというものが、今後求められていきます

ので、そのことについても記載をしていて、地域の方々が利用でき

るような施設を整備していこうではないかということを明記しよ

うということで書かせていただいております。２教育内容の方向性

では、今後も準備会や検討委員会という形を設けて、いろんな意見

をお聞きする場を設置していきますということも明記をしており

ます。３校区の方向性は、ご理解をいただいていると思いますが、

小瀬町、壱分西の地域について、できるだけ速やかに校区の調整区

域を設定した形に持っていければということで記載をさせていた

だいております。これが教育委員会として出している議案の中身に

なります。 

【資料２】をご覧ください。【資料１】の議案が最終決定ではござ

いません。この会議でのご意見、教育委員からの更なる修正意見、

そして１月の総合教育会議を経て、１月の定例教育委員会で議案を
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議決する流れというものを想定しております。また、最終的に決定

した議案内容につきましては、自治会回覧と書かせていただいてお

りますが、皆様方に周知をさせていただく予定をしております。何

回も言いますが、様々な方のご意見を取り入れながら進めていくと

いう方向に変わりはございません。【資料２】に、 Ｒ５から準備会

（検討委員会）という棒を引かせてもらっています。それは、これ

までの資料にはなかったところですが、今後もこういったご意見を

いただく場を設けるという意思を改めて表示をさせていただいた

ということと、教育委員会事務局の欄でＲ５から基本設計、実施設

計となっていたところを、まずは測量調査が必要になってきますの

で、測量調査が終わってから基本設計になるということも改めて明

記をさせていただいきました。その辺りで、今後の予定についても

修正をさせていただいております。資料の説明は以上になります。

それらを踏まえて、ご意見をいただければと思います。また、本日、

教育委員会の方からの資料は、次第と【資料１】【資料２】になり

ます。それに加えまして、本日、有志の方から意見書が出されてお

ります。この会議は意見を言っていただく場ですので、意見書につ

いては、お配りしていただいているというところです。 

（参加者） 意見書についての説明をいたします。個々に３名が意見を述べます

と、非常に散漫にもなりますので、意見書としてまとめて提案した

方がわかりやすいかと思い、こういう形にさせていただきました。

それでは読み上げます。 

生駒南小・中学校の今後を考える会議について以下の意見を提出し

ます。本意見書を第３回の会議の議題としていただき、当会議の意

見として採択していただきますようお願いいたします。１．生駒南

小・中学校の今後を考える会議を３回で終わらせることなく、今後

も引き続き開き、十分な話し合いを進めることを求めます。２．保

護者説明会や住民説明会など引き続き小・中学校の教育の在り方を

議論できる場を継続して設けることを求めます。３．１月開催の教

育委員会で予定されている「方向性の決定」は当会議で一定の方向

性が見えるまで延期することを求めます。意見の趣旨です。現在、

生駒南小・中学校の今後について話し合いが進められています。生
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駒南小・中の今後を考える会議、保護者説明会、住民説明会では、

①小・中一貫教育（９年制）についての懸念や疑問②子どもたちが

抱えている問題を正面に据えて欲しい③教職員に負担がかからな

いようにすること④校舎の老朽化への対応を期待する、などの意見

が出されました。また、昨年１１月２８日の第２４回生駒市総合教

育会議では、市長もご出席でした。「地域でどんな意見が出ている

か知りたい」「教育内容の議論が大事」「市民、保護者目線が大切」

などの意見が出されました。それに対し、教育委員会側から明確な

回答がありませんでした。生駒南小・中学校の教育の在り方の議論

は出発したばかりです。このような中で、1 月の教育委員会で方向

性を決定することは、あまりにも拙速であり、無理があると言わざ

るを得ません。生駒南小・中学校の今後については、保護者、教職

員、地域住民から出される疑問や意見を尊重し、建設的に議論して

いける場を継続して保証していただくことを要望します。以上、で

す。この意見書と一緒に皆さんにお配りした要望書というのは、

我々３人だけではなくて、地域の住民約３０名ご賛同いただいた

方々の名前を並べております。この中には、近隣の自治会長さんも

含まれますし、それから、地元の萩原町の５役以上の役員は全部名

前を連ねています。こういう非常にたくさんのご賛同を得て、要望

をしたいということであります。意見書の趣旨の中で、特に小・中

一貫教育、９年制を行うということについて、１回目２回目の会議、

それから住民説明会、保護者説明会においても、やはり疑問が呈さ

れていました。この点について、これを一定の方向性と決められる

のは、時期尚早ではないかというふうに思います。それから、子ど

もたちが抱えている問題を正面に据えて欲しいというのは、コロナ

禍で、非常に難しい学校運営が強いられている状況がある、それか

ら家庭においても同じような問題がある。子どもたちのこの抱えて

いる現状を、もう少しきちんと見つめていただきたい。それから、

教職員に負担がかからないようにする。これは、マスコミでも言わ

れているように、先生方のご負担がすごく大きく休職者がいる。あ

るいは、積極的に先生になりたいと思う人が少なくなってきている

という現状も聞いております。これは、学校現場に大変な負担感が
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あると考えてもいいかと思うのです。それから老朽化については、

良いものに建て替えたらいいのではという大体の皆さんのご意見

ですけれど、ただ一体型にするのか、子どもたちに合った建物にす

るのかという、教育の根本的な問題が十分に討議されないまま、建

物をどうするかというのは違うのではないかという問題があるの

ですが、ただ老朽化への対応を期待はしています。もう少しきちん

とした議論を踏まえて、教育委員会でも方向性を決めていただきた

い、方向性を決定するのは早すぎるのではないかという趣旨であり

ます。なぜかというと、いろんな方々にこの問題を知っていますか

と聞いたら、いや初めて聞いたという方が大変多いです。 

（参加者） 補足説明させていただきます。１１月２８日第２４回生駒市総合教

育会議で、地域でどんな意見が出ているかというような教育委員の

問いに対して、教育委員会側が十分に説明しているとは思いません

でした。だから、地域の意見とか、いろんな考えを組み取っていろ

いろ決めていくというのは、一体どこまでなされているのだろうか

と疑問が湧きました。教育長からの挨拶の中で、十分意見を組み取

って反映してやっていきたいというのは何回も出ていますので、そ

れは十分汲み取っていただけていると思っていますが、そういうよ

うなことが現実にありましたので、あえて意見書に書かせていただ

きました。 

（参加者） 意見書については、もっともな意見が入っていると理解しておりま

す。ただ、【資料１】今後の方向性について、１施設の方向性で、

もう５０年以上経って大変だということで、ここへ参加しておられ

る方は多分わかっているかもしれませんが、生駒市教職員組合生駒

南小分科会から生駒市の教育充実を求める署名を自治会でも回覧

して、だいぶ署名はいただいております。この中にも書いてあるの

で、読みますと、私達教職員組合では、今年も生駒市の教育充実を

求める署名を実施することになりました。この署名は、全ての子ど

もたちが確かな学力と豊かな心を持ち、健やかに育って欲しい、安

全に学校生活を送って欲しい、そのような願いから、毎年やられて

います。この前、皆様方のご協力により、昨年度は１４００筆以上

の署名が集まりましたと報告がありました。生駒市では、小学 1 年
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生において３０人程度学級が実現しております。それから、コロナ

禍において、パソコンやタブレットなどを利用した学習保証もいち

早く実施されました。これ本当にありがたいことだと思っています。

南第二小学校では、はばたきタイムというのがあります。パソコン

で、私が担当している花を勉強していこう、この花は何ていう花か

なと、パソコンでぱっと調べるのですね。非常に早いときから、子

どもたちがこういう取組をやれば、柔軟性があると思っております。

それから、南小学校においては、校舎の老朽化に伴って多く出てき

している不具合箇所の修理など、子どもたちにとって必要な学習環

境を整える努力もされています。南中学校の方も非常に校舎が古く

て、前の校長先生に聞いたことあるが、雨漏りがあって大変という

ことで、校舎の建て替えを優先してやるような方向性は必要だと思

います。この意味での施設の方向性、それから、今現在、全世界は

もうグローバル化になっています。私達は中学生になってから初め

て英語の勉強をして、文法や発音、ローマ字を覚えるということだ

ったが、今世界で通用する日本人になるためには、英語を話せなけ

ればいけないというようなことも早くからやる必要があるのでは

ないかと思っております。それからもう一つは、校舎の建て替えに

当たっては、今まであまり聞かなかったが、国から補助あるのでし

ょう。国から補助してもらうためには、いつまでに、ある程度の方

向性を出さないといけないのか、これがここで言われている、１月

なのか３月なのか、もう少し先なのか。補助がないと大変なことに

なると思います。 

それから一貫教育について、まだまだ始まったばかりだから、いろ

いろ難しいところがあるかもわかりません。一貫教育についての疑

問や、９年制がどうかとありますが、初めて新しいことをやるのだ

から、確かにいろいろな疑問があると思っていますが、そこに果敢

に挑戦していって、生駒南小・中学校が全国のモデルになるような

形に進めていく必要もあるのではないかと思っております。だから、

まず学校の建て替えは最優先にやっていかないといけない。 

それから、校区の方向性は、これは絶対にやって欲しい。南中学校

にボランティアで行って、いろいろ聞きますけども、いろんな部活
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動が十分できていないというのがある。いろんな方向で部活動も変

わるからと話は聞いたが、なかなか実際進んでいないところもあり

ますので、そういう意味でも、一貫教育、モデル学校として、国か

ら助成がもらえるような形でやって、そして、子どもたちのために

良い環境づくり、良い教育をしていきたいということを言われてい

ますので、先生が不足するという場合は、それは教育長あるいは教

育委員会の方で補充しながら、上手くいくように考えていって欲し

いと思います。 

いずれにしても、いつ学校が建つかわからない、審議して延ばすと

希望が持てない、逆に学校の先生たちも、いつ頃だったらできると

なると、また教育の姿勢も変わっていくのではないか、今は先生方

も迷っているという気がします。私の意見としては、是非早めに結

論を出して、今後は検討委員会を開きながら細かなことを検討して

いく必要があるのではないかと、そういう形で進めていただければ

ありがたいです。 

（参加者） 意見書を拝見させていただいたのですが、この意見というのは、既

にこれまでの経緯の中で意見を求められて、そこで十分検討されて、

今後の子どもたちに対する教育をどうしていこうかという話だと

思うのです。今頃こういう意見を出されても、これまでの経緯の中

での意見は出されていないのですか。もう終わっている話でしょう。 

（参加者） 今日は３回目ですけれど、１回目にしても２回目にしても、一貫教

育ということに、いろいろ議論があったと思います。保護者の説明

会、それから住民説明会の中でもいろんな疑問が呈されました。そ

れで、教育長がいろいろお答えになりましたけれど、おそらく住民

の方々には、一貫教育について何だろうと、十分に理解されている

とは思えません。これは、一貫教育が本当に子どもたちのためにな

るのか、ならないのか、先生方にとってはどうか。北小中学校の現

状について、校長先生からお話を聞き、見学に行きました。そのと

き、一番に思ったのは、ここは小中一貫でやっておられるけれど、

非常に少人数教育であると。１クラスずつ２０数人が学んでおられ

る。先生方もおそらく、かなり行き届いた教育がなされているとい

う印象を受けました。ということは、一貫教育が成しているのでは
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なくて、少人数教育が成せるのではないかという印象でした。そう

いう意味で、一貫教育は、すなわち子どもたちのため、先生方のた

めになるとはとても思えない。まだ議論が足らないのではないかと

思います。 

（参加者） でも、近大付属小学校でも、だいぶ前から一貫教育やっていますよ

ね。それが良いから、国も進めていこうということでやっているし、

今更、これまでの経緯で終わっている意見を、ここで出してどうす

るのですか。もう終わっている話でしょう。その問題等を今後どう

していくか、この決められた教育方針の中でどうしていこうかとい

う建設的な意見を出した方が良いかと思うのですが。 

（参加者） １回目、２回目の会議のときには何も言わなかったのですが、今日

意見書も見せていただいて、中身については十分理解はできると思

うのですが、根本的に今の小学校、中学校、別々に学校があって、

教育されていますよね。一貫校になったら何か変わるのでしょうか。

一貫校になったら、今の小学校、中学校の教育課程のシステム自身

がガラッと変わる、大きく変貌するというのであれば、これは我々

だけの問題ではなしに、文科省の問題になってくる。私自身は、施

設一体型であろうが、分離型であろうが、隣接型であろうが、小学

校、中学校で教える中身、子どもからは教わる中身について、何ら

変更はないと思っています。変更あれば、これは大きな問題だと思

うのです。 

ただし、そういうふうに一貫校にしていって、例えば施設一体型で

やっていけば、確かに今まで出てきた教職員への負担とか、いろん

なことが出てくるのは確かだと思います。ただ、意見書の４つ目の

中に、校舎の老朽化というのもありました。もし、一体型をつくら

ずに、今のまま小学校と中学校を別で工事をしていくとなれば、子

どもへの負担はものすごく大きくなる。例えば、南小学校の古い南

校舎から工事をしたときに、子どもをどこへ移転させるのですか。

東校舎がありますから、ギリギリ行けるかもわかりませんが、北校

舎の隣でガンガン工事やるわけですよね。南中学校にしてもそうで

す。工事の横で勉強しなくてはいけない。そういう負の面も考えて

いく。それともう一つ、近所の方と話はしていたのですか、少子化
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になっていったら、統合は今のところ据え置かれましたが、予算も

あることだから、一貫型の学校になっていくのは、仕方ないことで

はないかという声もお聞きします。校舎の老朽化と関わって、教育

内容が変わらないのであれば、私はこのまま進めていって欲しいと

思います。小中一貫校、いわゆる施設一体型にするのであれば、小

学校か中学校のどちらか先に壊して、残ったどちらかの校舎で、小

学校、中学校はお互いに生活していく中で、絶対必要になってくる

のは小・中学校の先生方同士の連絡です。同じ学校に一時的に一緒

になるわけですから、その２、３年の間に、正式に一貫校になった

ときの前段階のいろんなものがつくっていけるのではないかと思

っております。そういうことから考えていくと、私は一貫教育につ

いては、１００%の賛成とは言いません、８０%進めていって欲しい。

あと２０%は、少し考え直して欲しいところがあるのです。不満の

２０%、１つだけ言わせていただきますと、前回、校区の編成につ

いて、竜田川より西は一応、南中校区というふうになっているので

すが、東山は大瀬中校区となっています。なぜ東山は大瀬中学校な

のでしょう。秋津と向かい合っています。電車で通学しようと思え

ばできます。大瀬中学校は坂を上って、南中学校は平坦で来れます。

もう少し、融通の利く選択制にしてもらえないか。萩の台でも駅の

近くは南中学校の方が楽です。そうすると、南中学校の子どもが少

ないことも、ある程度見込みが増えるのではないかと思っています

ので、もう一度継続して考えて欲しいと思っております。 

（参加者） 一貫教育について、この方向性で、というようなことを何回も出さ

れていますが、具体的に委員会として、どういう一貫校を考えられ

ているか明確に聞きたい。 

（教育長） まず、教育内容ということで、私学では小学校から中学校の内容を

取り入れ、独自のカリキュラムをつくって、違う教科書でというこ

とはされていますが、南小・中学校は公立の小学校、中学校である

からには、教育内容に関しては全く他の学校とは変わりません。ど

こから転校しても、どこに転校されても、それは日本国中、学習指

導要領に決められた内容を教育していくことは同じです。 

この意見書の中にも、９年制と書かれてあるのですが、９年制をす
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るということは全く言っていないです。９年制で、一貫教育を進め

るということは申し上げていないはずです。視察に行った王寺北義

務教育学校は、義務教育学校ですから、９年制ということで４・３・

２制をとっておられますが、生駒北小中学校は、北小学校と中学校

なのです。通称、北小中学校ですけども、小学校は小学校、中学校

は中学校という括りの中で、校舎一体でされています。教育内容に

関しては、その基になるのは、生駒市の教育大綱ですから、ICT 教

育などの様々な教育内容についてはもちろん、各学校での特色ある

学校教育は、それぞれの校長の基に考えてもらっていますが、学習

内容については同じです。 

ハード面の校舎につきましても、いろいろな考え方があると思いま

す。北小中学校や王寺のように、階によって学年を変えるという方

法もありますし、校舎を別々にするという方法もできます。それは、

これから、どういう環境をつくることが良いのか、そのための準備

会・検討委員会をしながら考えていきます。それから、小中一貫教

育というのは特別なものではなく、何度も申し上げているように、

全ての学校で今、取り組んでいることなのです。これは、既に生駒

市の教育委員会として決定していることで、それぞれの学校で現在

進行形なのです。この南小学校、南中学校もそういう意味では、も

う現在行っております。一貫教育という言葉を使っておりますが、

王寺のような４・３・２制にするとか、カリキュラムを特別につく

るとか、そういう捉え方ではないということをご理解いただけたら

と思っております。そこに何かご理解いただけないところがあると

この意見書を読ませてもらって感じております。この意見書に書い

ていただいていることを、全て当然理解もし、同じ思いでいます。

例えば、教職員に負担がかからないようにというのは、もちろん私

達自身も考えていることで、今北小中学校の先生方がしんどい思い

をされているのかというと、全くそういう声も上がっていませんし、

むしろ北小中学校に転勤したいという声は非常に多いです。そのあ

たり、辻本先生、以前北小中学校で教頭先生されていたので、小中

学校になることによって、先生方の負担というのは懸念されること

なのでしょうか。 
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（辻本教頭）前任の生駒北中学校で教頭をさせていただいていました。 

今あったご意見ですが、先生方の負担感というのは、施設一体型の

一貫校をしているからといって、高まっていることはありません。

むしろ、施設一体型で、職員室が一緒ですので、いろんな意見を交

わすことができますし、ちょっとした時間のタイミングで、運動会

どうしようか、文化的な発表会はどうしようかということが、さっ

と話ができて、実行にすぐ移すことができます。また、吹奏楽が演

奏するというようなことも、小学校に連絡しながら、サプライズで

行ったりと、本当にスムーズにいきます。先生たちは、いろんなこ

とを前向きに考えてやっていただいていますので、２年間いました

けど、負担感はあまり感じていませんでした。 

（教育長） ありがとうございます。それが、３つ目の意見のことですよね。２

つ目と４つ目に関しましては、本当にこの通りで、子どもたちが抱

えている問題、例えば不登校や、いじめ、生徒指導上の問題、また、

それを心配される保護者への対応、先生方のいろんな取組の中で、

より小中一貫教育を進めることで、全ての学校で、小学校と中学校

の情報交換、情報共有、またいろんな先生方が関わっていくという

ことを進めていかなければいけないということを市としてもやっ

ておりますし、それを小・中学校、同じ敷地内にすることによって、

メリットが多いのではないかと考えております。その辺りを、【資

料１】の方向性の中に、教育委員も地域からどんな意見が出ている

のかと、教育内容の議論や市民・保護者目線というところで、この

会議録であったり、地域説明会や保護者説明会の議事録であったり

をしっかりと目を通していただきながら、これは、事務局案ではな

くて、教育委員がこんなふうに書いたらいいのではないかという意

見、やはり小中一貫教育の考え方について不安な意見が多いので、

小中一貫教育のメリットのところを、この方向性の中に入れていっ

てはどうだろうかということで、見ていただいたらわかりますが、

ずいぶん変わってきています。毎回、加筆修正、加筆修正というこ

とで、また１月の教育委員会、総合教育会議に出される案につきま

しても、加筆修正があるかと思います。そういう意識を持って、そ

ういう意図を持って、今作成している途中であるということをご理
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解いただけたらと思っております。この意見書、要望書に書かれて

いることは、同じ思いだというところもたくさんありますので、こ

の方向性の中に組み入れているということをご理解いただきたい

と思います。 

（参加者） 質問の仕方が悪かったように思います。小中一貫教育と、義務教育

学校の９年制を見させていただいて、いろいろな疑問を覚えている

わけです。一貫教育は、どういう形でもなされていく方向にあると、

それはもう十分わかっています。ただ、校舎は、どういうハード面

でやるのか。北小中学校の非常に小さい１学年に１学級という形で

は、当然運営しやすい部分は出てくると思いますが、まだ南小、南

中学校の場合は、一定の規模もあります。それから、小学校と中学

校を１つの建物にした王寺はかなり大きいですが、ああいうのはや

はり教育上よくないと僕は思います。どういう根拠かと言いますと、

やはり、小学校は小学校の課題があります。中学校は中学校の課題

があります。それに対して、教育段階は全部決めているというのは

十分わかっていますが、いろんな課題に対して、きちんと小学校は

小学校の責任、中学校は中学校の責任、連携をとりながらそれを克

服していく形で、小学校、中学校がより独立した、隣接の学校とし

て建て替えてくれたら、まだ納得します。それを１つの学校でやっ

たときに、建物は非常に綺麗だけども、学校運営や教育的なことを

やっていく上で、チャイムの問題とか運動場の問題とか、いろんな

問題があります。この資料の中には、メリットしか書かれていませ

ん。だけれども、文部省の教育研究所でも、デメリットもいっぱい

ある、それを克服しながら、やらないといけないというようなこと

も載っています。そういう意味で、義務教育学校ではなくて、１つ

の形の校舎だけはやめて欲しいというのが意見です。 

（教育長） 義務教育学校にするということは一切言っていないです。義務教育

学校にするという前提はないですので、そこはご理解ください。先

程から何回も申し上げていますが、義務教育学校９年制ということ

は、一度も言っていないです。視察に行った学校がそうであり、王

寺町はメリットしかありませんとおっしゃったということは、覚え

ていらっしゃると思うのです。「９年間を見通した」というのは一
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貫教育のあり方です。それと、９年制という義務教育学校とは違い

ます。それは、全く別なものです。 

（参加者） 校舎も、もう５０年経過していて、もし大地震が起こって校舎が倒

れたら大変なことになるので、建替は近々の問題です。建て替える

という前提で考えますと、南小、中学校は隣接しています。コミュ

ニティーセンターも近くにあります。施設の方向性に書いています

ように、地域住人や市民が学校施設を有効に活用し、市民と学校が

連携して育てていくという意味では、この南はすごく良い立地条件

だと思うのです。極端な意見ですが、小・中学校とせせらぎも繋げ

て建て替えてしまう。そういう全体的な施設にすると、すごく夢が

膨らんでいって、全国的な、モデル的な環境になるのではないかと、

夢がいっぱいな地域だと思っています。 

（参加者） 【資料１】今後の方向性について、(2)の施設の建替に当たっては学

校教育と社会教育が融合した、多様性のある学びが実現できる環境

づくりを進めて行くということに大賛成です。せせらぎとの連携と

いうのも賛成です。 (3)にもあります、学校の建て方も大賛成です。

ただ、(1)本市が進めている小中一貫教育を一層推進できる施設と、

ここが曖昧だと思うのです。例えば、住民説明会【資料２-２】に、

一貫校のイメージ図がございます。そこには施設一体型、施設分離

型、真ん中に施設隣接型、この三つが呈されているから、一貫校と

言っても、いろいろな形態があるというふうに書かれているわけで

す。この選択については、まだ保留だということでしょうか。 

（事務局） 方向性については、施設一体型というものを前提とした形でお話を

させていただいています。なぜ、施設一体型かという話なのですが、

南小学校と南中学校が隣接をしていて、ほとんど一体の土地になっ

ています。改修の際にも、国道 308 号線を通るのか、北側の道を通

るのか、そういう問題もあります。１つずつの学校を触っていくと

なると、１つの学校に対して３年以上がかかります。順々に工事を

していくということになりますと、合計６年以上の期間がかかって

しまいます。これを一体にすると、中学校の方が小学校の方に来た

り、プレハブを使ったりと、小・中学校が１つになると、一度に工

事が進み、期間的にも短く済むということです。新しい教育、新し
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い施設を提供できるということで、この一体型というものを提示さ

せていただいた。ただ、この考える会議をさせていただいたのは、

そういうものをご理解いただけるのか。小中一貫教育の問題で、疑

義がありましたが、９年間を見通した小中一貫教育というものを推

進していく。小学校の６年間、中学校の３年間、これは全く変わり

ありません。現在も、南小・中学校では、この小中一貫教育という

ものを進めていただいている。そのときの教員の負担は、やはり、

どちらかの学校に行かなければならない、調整もしなければならな

い。北小中学校の方では、同じ職員室の中で、そういった議論がな

される。そして、速やかな対応を取って、小中一貫教育というのを

推進していただいているところです。ですので、この施設につきま

しては、やはり施設一体型というものを視野に入れながら、進めて

いきたいと考えております。 

（参加者） 施設一体型になった場合に、校長先生は小学校の校長先生、中学校

の校長先生がいらっしゃるのですか。それは、今後考えていくので

すか。 

（事務局） 北小中学校については、今、北小学校、北中学校に校長は兼務で 1

人おられます。小学校籍で校長がおられて、兼務で中学校の校長を

されています。教頭先生は、小学校に 1 人、中学校に 1 人おられま

す。このメリットは、小学校と中学校、元々別々なので、子どもの

数、クラスの数で先生の数が決まるのですが、その時に校長先生が

兼務されていますので、中学校の方が、1 人枠が空いているのです。

その分、教科の先生を 1 人入れることができるというメリットがあ

ります。南小・中学校が、そういう形をとるかどうかというのは、

今後話し合いながら、小学校、中学校も別々の校長の方が良いとい

うのであれば、そうする形もできます。今の段階で決めているわけ

ではありません。ただ、そういうメリットを北小中学校で見ていま

すので、校長先生には負担がかかってしまう可能性はあるのですが、

そういう形をとる方が先生への負担が少しでも軽減できると思い

ます。 

（参加者） 子どもがすごく少なくなってきて、これからのことを考えると、南

小・中学校が魅力ある校区になると、新しい若い住民も校区編成以
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外でも来てくれる可能性も高いと思うのです。校舎の老朽化という

ことが、もう本当に近々の状態だと思いますので、建て替えるにあ

たり、どういう教育内容にされるのか、それに乗っ取った校舎の建

替や設計が組まれると思いますし、職員室が 1 つになるとか、そう

いうこともあるかと思うのですが、それで、９年制ではなくて、一

貫校としての校舎を建てる形で考えていただいているのですよね。

この地域が段々、古い住民の方ばかりなってしまい、若い世帯が少

なくなってきているので、コミュニティセンターとの兼ね合いなど

で、何か魅力ある学校や校区、地域になったら、住民も増えて活気

がまた戻ってくるのではないかと思います。どんな学校にするかと

いうのは、これから考えていくということで、今は、校舎を一体型

にするかどうかということの議論をしているわけですね。 

（参加者） 従前から言われていました、校区の問題に一番関心があります。中

学校の生徒が少なくなるのは、どうも理解できないです。小学校と

中学校は隣接しているのだから、歴史的な問題もありますし、お兄

ちゃんお姉ちゃんの関係もありますから、調整区域をどこかで設け

るというのはやむを得ないことだと思いますが、中学校のクラブ活

動に影響するほどの人数しかいないというのは、これは問題だと思

います。同じような老朽化した校舎があり、隣接していて、北の方

の道路は、片側一車線ずつですけれども、南側にすると、一方通行

で非常に交通としてはしんどいです。小学校と中学校、両方とも南

と北で端端に校舎があって、工事をするのは大変です。どう考えて

も、１つまとめて校舎をつくるというのは自然な流れだと思うので

す。そういう意味で早急にやっていただきたいと思っております。 

（参加者） 老朽化の対策については、早い段階で建て替えるべきだと考えてい

ます。それには全然反対ではありません。それから、総合的な１つ

の文化的施設としての側面も当然持たすということは大賛成です。

ただ、小・中学校の子どもが、同じ建物を利用するということにつ

いて、例えばプール１つとっても、180 センチの中学３年生と、そ

れから幼稚園から上がったばかりの小学校１年生が、一緒のプール

を使うというようなこと、それからクラブ活動について、これから

先生方の負担を考えたら、地域で小学生も中学生が大人になっても、



- 17 - 

スポーツが楽しめるような、そういう地域スポーツ化ということが、

これからの日本社会の方向だと思うのです。それを、中学生のクラ

ブ活動がどうかというのは、未来的ではない。ですから、グラウン

ドはその年代に合わせた大きさ、あるいはその用途を十分に考えら

れた上で設計されたら良いと思う。それから、文化施設や何かを発

表する場合の講堂とかは、共用でも構わないと思うのです。だから、

それが日本一立派な見学者がたくさん来るような施設というのは、

年代に合わせた、本当に温かい、あるいは緑があるような、そうい

う設計を、これから未来像として考えるべきではないか、一貫教育

と言っても、いろいろなものがあるので熟慮してから設計を考える

べきではないか、その時間が欲しいというのが、この意見書の趣旨

です。ですから、ここに参加していただいている方も考えていただ

きたい。早急に一貫教育、一体型が良いというように結論づけてい

いのかというのが意見です。 

（参加者） 今やっと、大体の方向性、教育委員会が考えた施設一体型というこ

とはわかりました。それを、最初から言ってもらえばよかったので

すが。９年間の連携のとれた制度で、小・中学校は９年制ではなく

て、小学校と中学校でやる。ただし、設備は１つであるということ

ですね。私は何度も言わせてもらっているように、果たして王寺で

やられているような教育はいいのかどうか、もっと議論して欲しい

と思っています。文科省が、方向性を出して校舎を合体しますと、

国からの補助金は２分の１出ます。一般的だと補助金が３分の１で

すか。億単位のお金が動きます。市としては、当然財政的な面もあ

り、行政的な面で考えているとは疑いすぎでしょうか。 

なぜ反対しているのかというと、２校ほど視察に行かせてもらった

けれども、たくさん工夫をしないといけない、連携するのにも非常

に時間がかかる、準備時間がかかる、というようなことを聞いてい

ます。だから、チャイムの時間とか、遊ぶ範囲をできたら別にして、

小学校は小学校の教育環境、例えば小さな森とか池とか最高のもの

をつくったらいいと思います。中学校は中学校に応じたような最高

の物をつくったらいいと思います。それは大いに結構ですし、そう

あるべきです。少なくとも、１つの大きい校舎で、１つの大きな職
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員室で、私が見た限りは、それが子どもの成長段階が違う中で理想

とは思いません。むしろ非常に問題があると思います。なぜそうい

う意見が出たのかをお聞きしたいです。 

（事務局） 施設一体型の話ですが、まず、義務教育学校の話から先にさせてい

ただきますと、義務教育学校の話し合いというのは教育委員会では

一切されてないです。小中一貫教育の推進について、これまでずっ

と議論をしてきたということです。義務教育学校の施設を見に行き

ました。教育委員にまず、どういった形でやられているかというの

を見ていただこうということで、視察し、そのときにこの考える会

の皆さんにもご案内をさせていただいきました。以前から、義務教

育学校の議論をされてきたかというと、教育委員会では一切されて

いません。ですから、早急に義務教育学校にするということは、あ

り得ないと思います。義務教育学校のメリットは何かというと、補

助金については、確かに２分の１近く出ます。通常の学校、小中一

貫教育をする施設一体型にしても、３分の１というのは基本的な補

助金の率になっています。義務教育学校になるということであれば、

小学校の先生が中学校で教えたり、中学校の先生が小学校で教えた

りということのメリットがあるので、施設についても、補助率を高

くしているのは、文部科学省の補助率の話です。今度、生駒市が施

設一体型を選んでいくこと、この方向性の中にも書かせていただい

ていますが、この南地区、南コミセンがあります。公共施設が固ま

っているところです。そういった中で、住民の方にもご利用いただ

ける学校にしていくということは、市長も申し上げているところで

す。いろいろと学校を活用していただきたいということ、その一方

で、少子化問題がどうしても否めない問題です。全国的な少子化、

生駒市も昨年、出生率が低く 650 人余り、令和４年について、まだ

集計が出ていませんが、700 人を切っているという状況が市全体で

起きている状況になっています。少子化問題も考えてはいますが、

施設について、この立地条件で考えていくと、先程の道路の問題等

もあります。１つずつをつくっていくということになると非常に年

数がかかってしまう。これは、南小・中学校だけの影響ではなくて、

他の学校の改修もしていかないといけない、並行してできるかとい
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うと予算的なこと、平準化というものもあります。１つの学校を建

て替えることで考えますと、30 億以上かかってきます。それを２つ

つくるとなると、１つで集約をかけるものについてはかけていきた

い、工事についても短縮をかけていきたい、そして次の学校の改修

も進めていきたい、これが教育委員会の中での全体的な話になりま

す。南小学校、南中学校をまず手がけていく。なぜかというと、地

域協議会から改修を早くして欲しいというご意見をいただきまし

た。教育委員会事務局も同じでした。小学校と中学校一緒に触って

いくということ、非常に大きなプロジェクトになっていると認識し

ています。ですので、施設一体型と申し上げているところです。 

（参加者） 皆さん、それぞれの意見はあると思いますが、小中一貫教育が良い

のか悪いのかと、永遠に続くような、こんな議論をしていたら進ま

ない。小中一貫でも、教育カリキュラムが変わらないということが

はっきりしたら、学校を建てる上で効率的な建て方、一体型になら

ざるを得ないのではないかと理解をいたします。ただ、その中で、

皆さん方が心配している小中一貫にしたら、先生の負担が増えると。

その辺は子どものための教育で、教員を増やすような形でやってい

ただく。小中一貫の是非を言い出したら、いくら会議をやっても、

結論がこの会議では出ないと思います。だから、小中一貫は一応決

まっているという前提で、それで良い学校をつくるためにはどうす

べきかということを、前向きに考えていく必要があるのではないか

と思っております。次の検討チームで詳しいこと、細かいことをや

ってもらえばいいのではないかと、聞きながら思っております。 

（大久保校長）職員にも、意見は聞いていますので、学校が今取り組んでいること

や、先生方から聞いた意見などを少しだけご紹介させていただけれ

ばと思います。 

まず、この施設のことについてですが、今、皆さんが居ていただい

ているこの部屋、とても綺麗だと思うのですが、この部屋は幼稚園

と保育園が子ども園になるときに、しばらく幼稚園がここにいたと

いうことで、そのタイミングで改修されているので、とても綺麗な

のですが、全体としてはもう修理をしても、しても追いつかないよ

うな状況で、雨漏りもひどいし、どこから漏れているのかすら、わ
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からないというようなことも言われながら、毎年ちょこちょこと修

理をしています。もう修理するのも勿体ないぐらいの状況ではある

ので、施設の評価が B だとか C だとかというような意見も前に出て

いましたけれども、もう学校としても、それから教員としても、と

にかく校舎の改修というのは早急にお願いしたいというのは全教

員の共通の願いでもあります。教室の床とかもすごく傷んできてい

て、子どもたちがこすって怪我をするようなことも起こっている状

況ではあるので、安全面も考えると建替のことについては、早急に

進めていただけるとありがたいと思っています。 

そして、２番目の小中一貫教育のことですけれども、学校としては、

小中一貫教育は既に始めているつもりです。小中一貫教育というの

は、小中連携の１つバージョンアップしたようなイメージで捉えて

います。特に南小学校は、６年生の卒業生の７割から８割近くが、

南中学校に行きます。残りの子たちが大瀬中学校に行くような、毎

年そのぐらいの人数割りです。南中学校には南第二小学校の子も一

応来ることになっているのですが、毎年１、２人、多くても３人、

ゼロのときもあるような状況ですので、南小学校の子イコール南中

学校の子というような感覚ではあります。そんな中で、子どもたち

が持っている課題だとかというのも、やはり南小学校、南中学校は

共通するところがたくさんあるということで、もう小学校と中学校

で、いろいろなことを連携して進めていかなければならないという

ことで、コミュニティ・スクールが始まったタイミングで運営協議

会の方も合同にさせていただいて、共同で運営しています。 

小学校と中学校、お互いに目指す子ども像、目指す学校像、それか

ら目指す教師の姿というのも、お互いのことを知り合いながら、相

談をして、今年度の年間の学校運営方針も立てながら進めていると

ころです。そういう意味でも、もう既に小中一貫教育に向けた取組

は始めているつもりです。学習指導要領の方にも学校段階での取組

ということで、義務教育の９年間を見通した指導が必要であるとい

うようなことが書かれていますので、小学校としては今、目の前に

いる子どもたちが、中学校の卒業のときにはどんな姿になっている

のかを考えて、指導していかないといけないと思っていますし、中
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学校の先生たちにも、その子たちが小学校でどういう学習を積み重

ねてきたのかというのを知ってもらった上で、指導していただけた

らということも思いながら、教科ごとで授業を見せてもらいに行っ

たり、また小学校の方に見に来ていただいたりとか、そういったこ

とも今進めているところです。小学校は中学校に向けて、専科制を

たくさん取り入れています。担任が主に指導するということはもち

ろんなのですけれども、１年生だけが全教科を担任が担当していま

す。２年生から、教科の専門の先生を入れて、学年を追って６年生

では、１週間で８、９時間違う先生が担当するという専科制を取り

入れて、中学校に行ったときに、教科ごとに違う先生に指導を受け

るというところに戸惑わないように、そんなことを少しやっている

ところです。卒業する子たちの引き継ぎにも、すごく時間をかけて

中学校に引き継いでいます。もし、同じところで学べるのであれば、

日常的に中学校の先生にも関わっておいていただければ、もっと子

どもたちのことをよく知った上で、中学校の生活がスタートできる

のではないかというようなことも、先生方から意見が出ていました。

これからも小中連携を一歩進めた、小中一貫教育というイメージを

思っていますので、そのことについては、今後も続けていきたいと

思っています。 

それから、最後の校区のことについては、やっぱり過去に６年生を

持った先生からは、保護者の方から中学校で部活やりたいのだけど

も、なかなかできる部活がないとか、南中学校は人数少ないから、

人数が多い大瀬中学校の方に行きたいという声があったり、逆に小

瀬町で南生駒駅近くの方でしたら、見えているのに南中学校に行け

ないのはなぜかというような意見を聞くことが、とても多かったと

いうことも先生方から話が出ていました。そんなこともあって、今

回校区について見直しをされるというのは、小学校の教員からも大

歓迎であるというような話が多かったと思っています。今小瀬町と

壱分西だけが出ていますけれども、萩の台の端の方とかもこっちに

来た方が近いところとかあるのではないかという話も出ていまし

たので、これで最終決定ではなくて、全体的なところで、もう一度、

柔軟な対応を考えていただけたら嬉しいということは、先生方から
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意見が出ていましたので、お伝えしておきたいと思います。 

ということで、学校でお話をさせていただいて、今こんな感じで進

めています、というお話をさせていただきました。また、今後とも

皆さんに協力をいただきながら、小中連携を進め、そして９年間を

見通した指導というのは続けていきたいと思っていますので、どう

ぞよろしくお願いします。 

（眞井校長）中学校の方も、この会議が始まりまして、皆さんから先生方はどう

思っているのか、また先生方の負担感という話をいろいろ出してい

ただいていたので、正式な形ではありませんが、私の方で先生方か

らいろんな意見をいただいてきました。やはり、会議で出ている意

見と同じような心配な部分と期待できる部分の意見を聞かせてい

ただいたのかと思っています。 

その中でも、小中一貫教育に関しましては、先程校長先生の方から

もありましたように、もう既に始まっているような状況の中で、中

学校、小学校ともに密に連携を取りながらやっていく、今後もより

新しい形でどんどん進めていくということを前提にやっていく中

で、今の状況、今のような形であると連携が非常に取りにくい。逆

に、子どもたちに良い教育をということで、連携を取って、いろん

なことをやっていくことに対して、教師の負担感が、今の形であれ

ば逆に高まっていくような傾向があるのではないかという意見が

出ています。南中学校に関しては、生徒数も少なく教室も少ない中

で、子どもたちを見ていくと、いろいろな弊害がある分、義務教育

の９年間を多くの教師で見ていけるということは、子どもたちにと

って、すごくメリットが高いのではないか、多種多様化する子ども

たちに、９年間いろいろ関わる先生が増えていくことによる部分で

のメリットは、すごく大きくなるのではないかという意見も出てい

ました。 

校区の部分では、このままだと、南中学校の方は１クラスになって

しまって、子どもたちがクラス内で何かあったときや、クラス替え

等がないという中での生活になっていくと、心配な面が増えていき

ます。そういう中で、校区を見直すことによって、また見直すだけ

ではなく、隣の大瀬中学校とは違ったような特色ある学校、そこに
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魅力を感じる保護者の方も出てこられると思います。調整区域の方

が、より行きたい学校に選ばれるような学校づくりをしていくこと

によって、クラブ数が増えたり、子どもたちがいろんな活動できる

環境というのが整っていくのではないかということで、先生方は、

子どもたちのことを一番に考えてくださるので、子どもたちに合っ

た教育ができる形が、先生方の負担も減るような形に繋がっていく

のではないかという意見をいただいています。先生方の中では前向

きな意見を私は聞いています。 

（参加者） 保護者の方への周知、これは、この方向性について自治会回覧と書

いていますけど、これをもってされるということでしょうか。それ

とも何か別途、保護者に向けてお知らせはあるのでしょうか。 

（事務局） 回覧については、これまでの経緯と方向性が決まった場合に、皆さ

んには通知をさせていただく回覧という形をとらせていただこう

と思っています。ただ、並行して進めていきますということを、教

育委員会に提示をさせていただいて、この会議については、本日を

もって、最終とさせていただきますが、新たに準備会というものを

進めていく。その準備会の経緯や、どういったことになっているか

というものが、定まってくるようであれば、またお知らせをさせて

いただかなければならないとも思っております。ですので、水面下

で物が運ばれているわけではなくて、皆さんの意見を持って、準備

会を進めながら、こういったことが決まってきました、こういった

協議が行われました、というような通知をさせていただきたい。今

回の決定については、やはり何らかの形で出していかないといけな

いと思っておりますので、方向性の最終的な決定は、自治会の回覧

をさせていただくということで、ご理解をいただきたいと思います。 

（参加者） たくさん意見が出たので、ずっと聞かせていただいていたのですけ

れども、一番初めに話戻りますが、意見書と要望書を出させていた

だいたというのは、この会議を何回か重ねて、保護者向け説明会、

住民向け説明会という話し合いを持たれる中で、一生懸命、意見を

言ってきたのですけれども、それに対しての明確な返答がなくて、

最適な教育環境を提供すると言うけれども、何を目指しているのか、

何をもって最適と考えているのかというのがわからなくて、今日お
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そらく、９年間を見通したというキーワード、見通した教育という

のがどういうことなのか、校長先生からもお話を聞けましたし、そ

れが、ちょっと私たちが思っていたのと違っていたというのが、や

っと具体的に聞けたとすごく感じています。 

ただ、施設のことに関しては、これからまた話をしていくのだとい

うのを何回もおっしゃっていますけれども、本当に不安はたくさん

ありますし、小学生と中学生が同じ校舎に居るなんて、今の子ども

たちのことを考えるとちょっと怖いですという保護者の意見もた

くさん聞きますので、そういうことに関して、もっと活発に保護者

も参加できるような会を持っていただきたいということと、あと周

知に関してなのですが、今日のこの会議も回覧が回っていないはず

です。口コミで、傍聴に来ていただいたりとかしていますので、こ

ういう周知に関しては、特に保護者に関しては、是非参加できるよ

うな形にしていただきたいと思っています。 

それで、この会議で結局どのような方向性を打ち出していくのか、 

この会議をやったのは、どういう意味があったのかをお聞かせいた

だきたいと思います。 

（教育長） この後は、予定にありますように、今月２３日月曜日の午前中の総

合教育会議で、午後から教育委員会の定例会ということで、【資料

１】の部分を決定していくということになります。内容につきまし

ては、非常に幅を持たせたもので、この１２月の段階から、教育委

員からいろんな意見が出されていますので、加筆修正をします。そ

れを決定していく過程の中で、総合教育会議を行いますので、市長

や教育委員には、簡単にまとめたものはお渡しをして共有をさせて

いただきます。この会議はあくまでも会議であって、決定機関では

ありませんので、会議で出された意見というのは、しっかりと私達

が受け止めて、今後に反映させていただきます。 

（参加者） 保護者としてすごく気にかかっているのが、コロナでこの３年間、

環境が激変しまして、保護者としても、学校の先生方も、きっとそ

れぞれの学校で一生懸命考えて、やってくださっているのだろうな

ということをひしひし感じながら、３年間過ごしてきたのです。 

もう毎日のように新聞でいじめとか自殺とか不登校も、体力低下と
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かも全部過去最低になっていて、それをこんなふうに建替をして、

より安全な建物、より子どもがのびのびと学べるような、先生方に

も目を配っていただけるような建替をするのは、何の反対もないの

ですが、教育委員会の皆さんが、今子どもが置かれている状況をど

んなふうに受け止めておられて、新しく打ち出している小中一貫教

育というものが、今の子どもたちのどんな課題に対して良いのか、

その点を聞かせていただきたいです。 

（事務局） コロナのこともありますけれど、いろんな問題が生じているのは確

かです。ただ、簡単にはお答えはできないと思うのですが、問題行

動調査や学力調査の結果、各学校のいじめアンケートのデータを見

ながら、コロナ前とどう違うのかということは、常々考えさせても

らっています。大事なのは、先生方に早く子どもたちの変化に気づ

いてもらって、子どもたちが自分の思いを伝える、そういう環境を

つくっていかなければいけないということです。いろんな先生に入

っていただいたり、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカーなどの外部の方を呼んだりという形で、いろんな人の目を持

って子どもたちを見守っていく。コミュニティ・スクールもそうで

す、地域の方々の見守りも大切にしてもらいながら、進めていかな

ければいけないと思っています。そんな中で、いろんな子どもたち

がいますから、たくさんの先生の目で見た方が、自分が相談しやす

い人に相談できる、そういう環境をつくってかなければいけないと

思っています。先生だけではないとは思いますが、人的な配置であ

ったりとかは、今後も我々は考えていかないといけないと思ってい

るので、できるだけたくさんのいろんな方々で子どもたちを見守っ

ていかなければいけないと考えています。 

（教育長） 子どもたちの実態については、毎年、問題行動調査ということで不

登校、いじめ、それから様々な生徒指導の問題の調査、また４月に

小学校６年生、中学校３年生の学力学習状況調査が行われます。そ

の中で、学校それぞれの課題や成果はあるのですが、状況調査をす

る中で、例えば自尊感情が低いとか、なかなか自分のことを認めら

れないとか、学校に対しての楽しさなど、各学校でも子どもたちに

アンケートを取って調査をして、また保護者の方にもお話させてい



- 26 - 

ただく機会やホームページを通して、それぞれの課題や取組という

のは出しています。その上で、このような課題に対して、多くの教

員が関わっていくということも１つですし、この一貫教育を進めて

いく中で、今少子化で、なかなか子ども同士の関わりが少ない、ま

た、南小学校も中学校も小規模とまではいかないけれども関わりが

少なく、人数が減っていく中で、上級生と下級生、中学生と小学生

が関わることによって、自己有用感や、上級生を見て下級生が目標

や憧れを持つなどの効果は非常に大きいのではないかと感じてお

ります。実際、北小中学校の先生からも、そういう話は聞いており

ますので、まさに、意見書に書いていただいている子どもたちが抱

えている問題を正面に据え、その実態からも、この９年間を見通し

た小中連携、小中一貫というのは非常に有効に子どもたちに働いて

いくのではないかと思っています。そのことを、この方向性の中で

できるだけわかりやすく、お伝えできたらということで、教育委員

の皆様も小中一貫教育の効果というのを市として進めていきたい

という思いを伝えたいと考えておられます。 

（参加者）  保護者説明会を１１月６日に開催して、参加者２０名足らずと聞い

ています。メールとかいろいろお知らせされたと思いますが、それ

で十分、この趣旨が伝わったと思いますか。 

（教育長）  何をもって、誰に対して、十分にというところはあると思いますが、

この説明会が、最初で最後では決してないわけで、これから準備委

員会をしながら、説明会を継続してやっていくということはお約束

いたします。 

（参加者） まだまだ説明をきちんとやっていかないといけないということです

ね。わかりました。次は、住民説明会です。これは１２月２５日、

非常に関心ある方が４０名おられました。いろいろな意見が出たけ

れども、はっきりした返答を我々は聞きませんでした。これだけで

良いでしょうか。 

（教育長）  決してそれで良いとか、悪いとかということではなくて、今そうい

う状況であるということはしっかりと受けとめながら、ご指摘いた

だいているように、広報の仕方であったり、より多くの方が関心を

持って、一緒に考えていただく機会はこれからもしっかりと取って



- 27 - 

いきます。 

（参加者） それはわかりました。これからもお願いします。ただ、残念なこと

に、この会議を今日で終わらせて、一定の方向を決めるということ

です。この会議についても、こんなので良いのだろうかというもの

をいっぱい感じます。総合教育会議、定例の教育委員会で最終的に

決めるというのですけども、ここで出た、いろんな人の意見、いろ

んな意見を、きちんと載せて欲しいです。この会議の資料でも、ほ

とんどこれまで述べているようなことが出ているとは感じていま

せん。だから、方向性が、今日わかったのですが、施設一体型に反

対している。なぜならば、教育段階で、小学生、中学生が一緒なら、

あまりにも無理があるだろう。その意見を出してください。出した

意見を、総合教育会議にまずあげてください。前の総合教育会議に

は、全然出ていなかった。説明も何もありませんでした。それで、

意見を聞いているというふりはしないでください。 

どういう段階で、納得しているかと言ったら、早く、良い施設をつ

くることは納得しています。ただ、施設一体型はやめて欲しい。分

離型をやって欲しいということを言っているわけです。そういう意

見があったことをきちんと上に出して欲しいです。 

（教育長） それは言っています。議事録は全部ホームページに上げて、教育委

員、市長に全て読んでいただいておりますし、この会議の後は必ず

理事者、また教育委員に報告をしています。会議の中では、時間的

なこともあるので、そういうことがありましたという報告はしてい

ませんが、参加者は、内容を全て把握しておられることを前提に進

めております。 

（参加者） 施設一体型というのが、建物が１つで、そこに小学生と中学生が一

緒に入ることを進めておられるということではなくて、敷地内で別

棟もあり得るのですよね。 

（教育長） それも含めて、これから検討するということです。 

（参加者）  今まで一生懸命質問しているのですけど、はっきりとしたそういう

答えが聞けなくて。 

（教育長） いろんなやり方がありますということを説明しています。階を分け

てやることもあるし、小学校の校舎、中学校の校舎、間に共有部分



- 28 - 

というやり方もあるし、いろんなところにこれからも視察へも行き、

勉強をしながら、皆さんと考えましょうと言っています。 

（参加者） わかりました。もう一つ、意見を上げていないというより、委員会

で教育委員が、地域の方からどんな意見が出ているのですかと質問

されたのです。そこで、それに関して、もう住民説明会も終わって

いますし、保護者説明会も終わった後で、前向きな意見ばかりで賛

成ももちろんあるけども、不安の声も結構ありますと一言、さっと

言ってくれるのかと思ったら、それに関してはメールで送らせてい

ただきますので、というので終わってしまったのです。それに非常

にわだかまりが残りました。そこですぐ、こういう意見があります

と言っていただけたら、我々も納得できたのですが。 

（教育長） それにつきましては、その後で、全て会議録をしっかりと読んでく

ださいということをお伝えしており、それに対する意見をいただく

プロセスは絶対に踏んでいます。私達が変に要約をして、教育委員

にお伝えしても分からないので、まずは会議録を読んでくださいと、

そして、理解していただいたことを前提に進めていきます。 

（参加者） 我々としては、そのような事情もあるでしょうけれども、詳しくな

くてもいいので、こういう意見が出ていますと言って欲しかった、

という気持ちをお伝えさせていただきます。 

（参加者） 最初に、提案をさせていただきました意見書についてですが、南第

二小学校の学校再編に関わる地域協議会というのはございます。そ

のときに、その地域協議会、ちょうどこの考える会と同じように、

何かを決める会議ではなくて、そこでいろんな考えを確認し合うと

いう会議体でしたけれど、最終的に、その結論をまとめておられて、

それを教育委員会に出された。ですから、その会議体としての総意

がそこでまとめられたと思うのです。ところが、今回の考える会議

では、意見は聞きおきます、教育委員会で方向性は決めるとなって

いますよね。この違いというのは疑問で、それについてどう考える

かをお聞きしたい。 

もう一つは、意見書の内容の３項目について、もう少し議論が必要

ではないかということです。この３回で会議が終わってしまうので

はなくて、もう少し総意をまとめるようなことをしなければならな
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いのではないか。それから、今回についても、回覧できちんと周知

をして、傍聴できますというようなこともなしに、なかなか参加も

難しかったというふうに感じます。住民説明会については、1 回き

りです。今日、初めてぐらいに、いろいろな意見交換があったとい

うふうに考えています。先程、施設一体型と一貫教育というのは、

いろんな形態でするのだというお考えをはっきり述べられて、そう

なのかという感じです。今までそれはわからないし、この文章でも

わからないのではないでしょうか。ですから、もう少し明快に説明

されたものでないと住民、あるいは保護者はわからないというふう

に思いますが、その点どうでしょうか。 

最後に、この意見書の採択ということをお願いしていますけれど、

これについて、採択していただけるのでしょうか。それとも採択し

ていただけないのか。あるいは、この意見書を教育委員会で報告し

ていただけるのかどうか、この点についてお答えいただきたい。 

（事務局）  先に、地域協議会のときの流れと、今回の流れの違いなのですが、

地域協議会のときは、まず意見書をつくってくださいという話を前

提にお話し、会議体を始めさせていただきました。今回の会議につ

きましては、いろいろな意見が多分出るだろうという想定のもとで、

それをまとめた上で教育委員会に持っていくというのが良いのか、

やはり少数の意見も含めて持っていくのがいいのかというところ

があると思うのです。 

先程、一言そういうのを言っていただけるだけでも変わるのにとい

うことを言っておられたので、私どもが考えているのと違う意見を

言われることも含めて、全て意見書にまとめてしまうと、保護者の

意見、地元の意見のうち、反対の意見などが、消えてしまう可能性

もあるので、それだったら意見書としてまとめなくて、会議録をそ

のまま見ていただく方が、お声が届くのではないかと思います。意

見書として出すと、これが全部になってしまい、南小・中学校の今

後を考える会議の意見として最終上がってしまう形になるので、そ

れでいいのかという話が、また残ってしまう可能性もあるので、そ

れであれば、会議録を毎回そのまま教育委員に見てもらう方が届く

のではないかと思います。 
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（教育長） 前回は、地域協議会から出た意見書を教育委員会が受けて、それに

よって教育委員会が方向性を決めるという段取りで、幼稚園、小学

校それぞれで行っていました。今回は、今後を考える会議というこ

とですので、皆さんの意見を一つの意見書にまとめることはできま

せん。ただ、先程申し上げたように、会議録はしっかりと目を通し

ていただくのと、この会議に関しては、総合教育会議までにホーム

ページに載せるというところまでは時間的に難しいですが、今日出

た全ての方の意見について、しっかりと理事者、また教育委員に伝

えます。３人の方々からこういう意見書が提出されたという報告を

させていただきます。ただそれは、教育委員会の定例教育委員会、

総合教育会議の中でするのではなくて、事前の段階でしっかりと共

有できるよう、お約束いたします。ですので、この意見書について、

採択ではなくて、報告はさせていただきます。 

（参加者） 生駒市における、小中一貫教育の形態について、全然聞いていなか

ったという意見もありましたけれども、これは住民説明会の資料と

して、【資料２－１】に書いてあります。あのとき、たくさん資料

があったと思うのですが、その中に入っていますので、この場で、

全然知らなかったというのは疑問があると思います。 

（参加者） いろんなパターンがあるのは、十分説明していただいていたと感じ

ています。その中で生駒市の教育委員会が目指しているところが見

えなかったというのが私の意見です。 

（事務局） その他も含めて、いろいろご意見いただきました。 

この会議につきましては、本日が一旦の区切りということにさせて

いただきたいと思います。ただ、来年度以降につきましても、新た

な会議体を設置してやると、スケジュールにもあえて記載をさせて

いただいております。学校運営協議会が、南小・中学校合同で行わ

れていますので、おそらくそこを中心とした会議体なのではないか

とは思いますが、当然そのメンバーにつきましても、有識者の方、

そして今度は学校の先生方、保護者の方、いろんな方の意見をお聞

きして、よりよい学校を前向きに、建設的につくっていくような会

議体をつくりたいと思っていますので、どうぞご理解のほど、よろ

しくお願いいたします。 
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（教育長） 本日は、長時間ありがとうございました。全ての参加者の皆様方か

らご意見を伺うことができて、また、私も自分の考え、思いや方法

を伝えるというのは、本当に難しいと思いました。自分では、もっ

と早くにお伝えしていたつもりだったのにとか、それも確かに言わ

せていただいたこともあったのではないかということも思いなが

ら、結局は、その肝心な、お聞きになりたいことを的確にお伝えで

きなかった、これは本当に私自身反省しているところです。でも、

これで終わりではありません。この意見書にも書かれている子ども

たちの問題を正面に据えて、子どもたちを中心にした学校づくり、

また、先生方への負担がかからないような配慮、老朽化した校舎を

どんなふうに新しいものにしていくか、これは、夢のある、希望の

ある事業です。様々なアイデアをこれから出していただきながら、

子どもが笑顔で学校生活が送れる、保護者の方が安心して子どもを

通わせることができる、また、地域の方にとっても、一緒に使いな

がら、地域を盛り立てていけるような、また連携ができるような文

化施設、スポーツ施設、そういう施設を、皆さんとこれから一緒に

考えていきたいと思います。全国のモデルになるような、生駒の南

地区にこんな素晴らしい学校、こんな素晴らしい教育ゾーンができ

る、その実現に向けて、皆様方のお力もお借りしたいと思いますの

で、引き続きよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 


